
 

１．とよやまタウンバスのおでかけパス（高齢者割引）利用状況について  

（１）事業概要 

  高齢者の外出を支援し、社会参加の促進を図るため、令和６年９月１日（日）から、とよや
まタウンバス（南北ルートの全区間）の無料化を実施している。 

（２）利用対象者 

  本町の住民基本台帳に登録されている７５歳以上で、事前に利用登録を行った方 

（３）現在の状況 

利用状況 

○令和６年度 
対象者数：２，０９６人、登録者数：１，２２５人（登録率５８．４％） 
※令和７年３月３１日現在 

高齢者割引利用者数 利用者全体 
高齢者割引 

利用率 

令和６年 ９月： 計１，１１５人（南５６１人、北５５４人） 6,936 人 16.1％ 

令和６年１０月： 計１，２１９人（南６６２人、北５５７人） 7,638 人 16.0％ 

令和６年１１月： 計１，２６３人（南６９０人、北５７３人） 7,600 人 16.6％ 

令和６年１２月： 計１，１２６人（南５７１人、北５５５人） 7,179 人 15.7％ 

令和７年 １月： 計  ８９７人（南４４８人、北４４９人） 6,396 人 14.0％ 

令和７年 ２月： 計  ９６７人（南５０８人、北４５９人） 6,257 人 15.5％ 

令和７年 ３月： 計１，２６５人（南６５５人、北６１０人） 7,513 人 16.8％ 

年度計７，８５２人（南４，０９５人、北３，７５７人） 49,519 人 15.9％ 

○令和７年度 

対象者数：２，３０６人、登録者数：１，３５１人（登録率５８．６％） 
※令和７年６月１日現在 

高齢者割引利用者数 利用者全体 
高齢者割引 

利用率 

令和７年 ４月： 計１，４９８人（南７９１人、北７０７人） 7,758 人 19.3％ 

令和７年 ５月： 計１，４１８人（南７８０人、北６３８人） 7,431 人 19.1％ 

年度計２，９１６人（南１，５７１人、北１，３４５人） 15,189 人 19.2％ 

 
 

２．デマンド型交通（乗合タクシー）の実証実験について  

（１）事業概要 

タクシー利用の電話予約を受け付け、不特定多数の方と相乗りして豊山町内の乗降場所まで
運行する（１人１乗車３００円）。令和６年１２月から令和７年２月まで実施。 

（２）利用対象者 

本町の住民基本台帳に登録（令和６年１０月１日現在）があり、令和６年度中に７５歳以上
に達する者のみで構成される世帯の世帯員と７５歳以上で障害者手帳をお持ちの方で、事前に

利用登録を行った方 

（３）利用状況 

対象者数 １，３８８人 

登録者数 １５６人（登録率１１．２％） 

利用状況 

令和６年１２月 ： 配車計 ５５件 

令和７年 １月 ： 配車計 ６９件 

令和７年 ２月 ： 配車計 ９２件 

     合計 ：    ２１６件 
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（４）結果概要 

 ①乗合タクシーの利用状況 

 ・期間中、１日平均で２．４件の利用があった。 

 ・特定の町民が繰り返し利用する傾向があった。 

 ・乗降場所は多い順に、自宅・福祉センター・歯科・商業施設・内科となった。 

 ・利用時間帯は午前中だけで約７０％を占めた。 

 ・乗合件数は全期間を通して１件であった。 

 

 ②利用者向けのアンケート調査結果 

 ・乗合タクシーを利用しようと思った理由はドアツードアだからという意見が約８割。 

 ・乗合タクシーの存在により、外出回数や外出先が増加する傾向が見られた。 

 ・利用者の普段の主な移動手段は多い順にバス・徒歩・自転車であった。 

 ・バスを組み合わせて利用した方はほとんどいなかった。 

 ・料金設定については、適当または安いと感じる方が９割以上を占めた。 

 ・「町外の病院にも行けるようにしてほしい」という意見があった。 

 

 ③利用未登録者向けアンケート調査結果 

 ・利用登録をしなかった理由の多くが「現在は必要としていないため」であった。 

・「運転できなくなったら利用したい」、「町外まで行ってほしい」という記述が多くみられ

た。 

 

（５）考察 

 今回の対象者のみをターゲットにした施策を行うのであれば、デマンド型交通よりも必要

な方にタクシー券を配布したほうが費用対効果が高いと思われる。また、委託したタクシー

事業者からは、コロナ禍の影響により運転手が不足していたが、需要の回復とともに運転手

不足も解消されつつあるとの情報を得ており、タクシー配車アプリで確認すると、町内であ

れば概ね呼ぶことができる状況となっている。当初の目的であった、「タクシーを呼んでも来

ない」という問題については、現在、一定の解消を見せていると考察される。 

 

（６）今後の予定 

 今回の実証実験を踏まえ、デマンド型交通の必要性の有無や、対象者や地域を見直して再度

実施をするか否かの検討を行う。 

 


